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３． ビッグデータの活用に向けた方向性と具体的方策



ビッグデータの活用に向けた今後の方向性

● 今後、ビッグデータの活用については、系横断的なデータの活用への進化、活用のよりリアルタイム

化への進展に伴い、社会的課題の解決や経済規模の拡大に貢献していくと考えられる。

系横断的なデータの活用への進化

活
用
の
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
化
の
進
展

● 関係事業者からのヒアリング等による国内外の取組事例について、①データ分析結果のフィード
バックまでの期間 （ストック型/フロー型） 、②データ分析結果のフィードバック対象（系全体/個別）で、
便宜的に整理すると次のとおり。

（注）「フロー型」における「リアルタイム」の範囲については、業種・業態、データの活用目的により異なるものであるため、実際は、
「フロー型」と「ストック型」の２つに明確に分類されるわけではない。

31




